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がテーマとして取り上げられるようになってからである５７。   
































































































































































































































ため、他者と自分の死と死ぬ過程に対する恐怖を区別するために Colletと Lesterが「Fear 
of Death Scale（FDS）」を作成し、特に、人称の違いによる死の恐怖の要因とその構造を







































一方、死生観の概念に関する科学的実証研究は、初期の測定項目は Templer の「Death 















































































































































「Fear of Death」「Death Attitude」「Death Perspect」「Death Concern」などの呼称が使



















































































検索調査実施日は、2010年 3月 4日である。 
死生観の経過年的な研究動向の把握のため、測定項目として以下の内容とする。 
①雑誌刊行年：（１）全体数（1948年～2010年 3月 4日までの過去 68 年間）、 




































































除外した（除外 3編）。計 202編が本調査対象である。 








































































1948-65 30 29（96.7） 1 0 1
66-70 11 10（90.9） 1 1 0
71-75 16 14（87.5） 1 1 0
76-80 32 31（96.9） 1 0 1
81-85 34 31（91.2） 3 3 0
86-90 73 53（72.6） 20 7 6
91-95 125 97（77.6） 28 14 10
1996 21 11（52.4） 10 5 1
1997 58 47（81.0） 11 3 1
1998 46 30（65.2） 16 6 2
1999 30 17（56.6） 13 8 3
2000 55 35（63.6） 20 8 2
2001 45 27（60.0） 18 10（2） 9（2）
2002 59 33（55.9） 26 10 8
2003 61 36（59.0） 25 7 7
2004 101 73（72.3） 28 5 11
2005 89 62（69.7） 27 10 8
2006 75 35（46.7） 30 16 9
2007 112 87（77.7） 25 14 7
2008 90 59（65.6） 31 16 13
2009 90 67（74.4） 23 11 8
2010.3.14 14 11（78.6） 3 1 0









その後、論文全体数を見ると、1980年代後半から 73編と急増し、1980 年代前半の 34編
と比較すると 2倍強増加していた。具体的には、1988年は 26編と 1987 年以前は各年 5編
から 10 編以内で推移しており、前年の 7編と比較すると 3.8倍強刊行数が増加している。








































































1998年からは 8編から 10編に増加し、2003年と 2004年においては前年比から減少を見せ






































































































雑誌刊行年の区分を概観すると 1968年から 1990年までの 22年間で掲載数が 12編あっ
たものが、91年から 97 年の 7年間で 22編と 1.9倍弱増加している。また、1998年から 2004














































































































































































































































































































































































































































































































































































































の尺度の 4つに区分することができた。この内、（a）が 61 編（39.1％）と最も多く、（b）
の 14編（9.0％）を加えると、5割弱の尺度は何らかの形で既存の尺度を活用していた。更
に（d）の 49編（31.4％）と（c）の 32編（20.5％）を加えると、既存の尺度を使用した
項目 数 項目 数 項目 数
年代 38 人生意味 3 生き死に 1
学校領域 26 人生に対する態度 3 生きがい 1
職業 25 心理的（主観的）幸福感 3 人格的発達 1
臓器移植 15 共感性 3 自殺観 1
宗教性 15 親と子 3 自己受容 1
国 13 アドバンス・ディレクティブ 3 自我発達形成 1
死生の教育 7 対話 2 死の思索 1
死の不安 6 生き方の質 2 子どもに対する価値観 1
死イメージ 6 性格 2 孤独感 1
職業体験（実習） 6 職業的同一性 2 原爆被爆体験 1
終末期医療・看護（ケア）
教育 6 コーピング行動 2 健康 1
死の体験 5 ストレッサー 1 患者 1
ターミナルケア行動・意
識・態度 4 心的発達 1 合計 219



























































































































































































































































































福祉系専門職 その他 看護職 その他
0(0.0) 12（100.0） 0(0.0) 12（100.0）
(0.0) (8.4) (0.0) (8.4)
0(0.0) 14(100.0） 3(21.4） 11(78.6）
(0.0) (9.8) (6.1) (10.3)
0(0.0) 30(100.0） 7(23.3） 23(76.7）
(0.0) (21.0) (14.3) (21.5)
0(0.0) 42(100.0） 19(45.2） 23(54.8）
(0.0) (29.4) (38.8) (21.5)
13(22.4） 45(77.6） 20(34.5） 38(65.5）
(100) (31.5) (40.8) (35.5)
0(0.0) 35(100.0) 7(20.0) 28(80.0)
(0.0) (24.5) (14.3) (26.2)
12(12.8) 82(87.2) 40(42.6) 54(57.4)
(92.3) (57.3) (81.6) (50.5)
1(3.7) 26(96.3) 2(7.4) 25(92.6)
(7.7) (18.2) (4.1) (23.4)
5(11.1) 40(88.9) 12(26.7) 33(73.3)
(38.5) (28.0) (24.5) (30.8)
8(7.2) 103(92.8) 37(33.3) 74(66.7)
(61.5) (72.0) (75.5) (69.2)
7(11.5) 54(88.5) 24(39.3) 37(60.7)
(53.8) (37.8) (49.0) (34.6)
2(14.3) 12(85.7) 3(21.4) 11(78.6)
(15.4) (8.4) (6.1) (10.3)
2(6.3) 30(93.8) 8(25.0) 24(75.0)
(15.4) (21.0) (16.3) (22.4)
2(4.1) 47(95.9) 14(28.6) 35(71.4)
(15.4) (32.9) (28.6) (32.7)


































































































2 丹下(1999,1995) 2 ○ ○ ○ 認知過程 心理過
程
死 生 ○
3 辰巳(2001) 2 ○ ○ ○ 認知過程 死 死後 生 ○





石田・瀬山（2009） 2 ○ ○ 認知過程 死 生 ○
6 石田（2008） 1 ○ ○ ○ ○ 認知過程 態度過
程
死 生 ○
7 日野原・山本（1988） 1 ○ ○ 認知過程 死 生 ○
8 窪寺（2000） 1 ○ ○ 認知過程 宗教・文
化
死 死後 生 ○
9 古賀（1999） 1 ○ ○ 認知過程 死 生 ○










11 山本(1992) 1 ○ ○ 認知過程 死 生 ○
12 日野原、山本　（1988・1992） 1 ○ ○ ○ 認知過程 行動過
程
死 生 ○








14 板谷(1995) 1 ○ ○ 医療ケ
ア
認知過程 死 生 ○



















18 加藤・百瀬(2009) 1 ○ ○ 認知過程 死 生 ○
19 河野・平山(2000) 1 ○ ○ 認知過程 死 生 ○



















23 田中・岩本(2002) 1 ○ ○ 認知過程 死 ○














































































































































































































































































































































(1)死に対する意識・認識 113 (1)社会状況 87 (1)地域 11
(2)死後に関する意識・認識 68 (2)心理的状態 47 (2)国 9
(3)肉体に関する意識・認識 56 (3)包括的状態 27 ２．居住地 (1)特定地 10 10
(4)宗教・文化に関する意識・認識 43 (4)スピリチュアル 3
(5)死に関する希望 34 (5)身体的状態 2 (1)死 10
(6)終末期に関する希望 16 (1)年齢 125 (2)死別 1
(7)人生や生に関する意識・認識 16 (2)年代・時代 7 ２．職業経過 (1)キャリア 7 7
(8)自己と他者に関する意識・認識 15 ３．性別 (1)性別 99 99
(9)告知に関する希望 15 (1)信仰の保持 46 (1)知識と価値 12
(10)終末期に関する意識・認識 8 (2)信仰の度合 7 (2)知識と技術 1
(11)肉体に関する希望 8 (1)家族構成 33
(12)死生に関する意識・認識 7 (2)凝集性 5 (1)医師 3
(13)告知に関する意識・認識 7 (3)家族体験 3 (2)その他 2
(14)死後に関する希望 2 (4)家族役割 1 (3)宗教家 1
(15)包括的な意識・認識 2 (1)居住家族 9 (1)一般 4
(16)生に関する希望 1 (2)住環境 5 (2)高齢者 1
(1)死と死別体験 96 ７．性格傾向 (1)性格傾向 10 10
(2)死へのきっかけ・影響 43 ８．生活状況 (1)ライフスタイル 9 9 １．併用研究 (1)調査方法 10 10
（3）死生の思慮体験 30 (1)経済状況 2 2８カテゴリー 7５カテゴリー
(3)死に対する会話 24 (2)収入 2
（5）終末期と療養期 21
（6）ケア経験 15 (1)デスエディケーション 27
（7）生や命の体験 1 (2)疾病教育 3
(1)行動 41 (3)教育方法 9
(2)準備行動 11 (1)家族・遺族ケア 5
(3)決定 1 (2)その他 1
(1)適応・発達 26 (3)終末期ケア 1
(2)満足 16 ３．医療ケア (1)その他の治療 2 2
(3)QOL 2 (1)回想療法 1
(1)態度 24 (2)傾聴カウンセリング 1
(2)姿勢 1











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































論文内で使用されていた死生観等の尺度を抽出し、有効数 62 編を対象にした。表 2.16






究の増加に伴い、1990 年代、2000 年前半と顕著な伸びを見せピークを迎えたが、2006 年か
らは急激に減少していた。先行研究中に使用された死生観尺度の最も古いものは外国版で、






















で 10回４２、次が河合ら 1996年に掲載した「死に対する態度：DAP」と金児が 1995年に掲
載した「宗教観尺度」が 7回ずつ使用され４３）４４、岡本・石井・牧らが 2005 年に掲載した
「死観尺度」と池口が 1997年に掲載した「死生に関する項目」が 5 回ずつ４５）４６、河合が
1996年に掲載した「死の不安尺度」が 4回使用され４７、これらが上位 7つを占めていた。
残りは 3回使用が 8種類、2回使用が 3種類、1回使用が 43種類であった。 
「使用者/開発者」の項目欄を概観すると、70 年代から使用されていた尺度もあるが、多
くの尺度（35種類（56.5％））が 2000年以降に開発されていた。90年代は 17種類（27.4％）





















































































5 多時点 多次元的 信頼・妥当 自分と他人 死の準備教育 死の不安 身体と精神の
死












外国 4 多時点 1次元的 信頼・妥当 自分 死の不安 尺度開発 年代、死の不安、宗教観




































































































































外国 1 多時点 多次元的 信頼・妥当 自分と他人 浄福な来世 苦しみと孤独 挫折と別離 人生の試練 未知 虚無 年代、自我の発達










































































































外国 1 多時点 多次元的 妥当 自分と愛する人 死の不安・恐
怖






1 多時点 多次元的 信頼・妥当 自分と他人 死の恐怖 死への傍観 生の証明 至福な来世 死の不可知性 延命 年代、























































































杉山1986 日本 1 多時点 多次元的 妥当 愛する人 対人関係協調 死の迎え方 信仰と死の受
容
年代、生き方の質





































1 多時点 多次元的 妥当 自分と愛する人
と他人
「死生観」 「自己不安」 「回避反応」 「告知反応」 重要他者への
感情コーピン
「学習反応」 所属、コーピング行動

































Life Test ） パートＡ
改定版：斉藤
2001
外国 1 多時点 多次元的 妥当 自分 日常生活の手
応え
存在意義 目的意識 死の恐怖 責任制 所属、年齢、人生の意味
56
ＰＩＬ（The Purpose In
Life Test ） パートＡ
改定版：斉藤
2001
外国 1 多時点 多次元的 妥当 自分 日常生活の手
応え
存在意義 目的意識 自己信頼 死 責任制 年齢、所属、人生の意味
57
ＰＩＬ（The Purpose In
Life Test ） パートＡ
改定版：斉藤
2001
外国 1 多時点 多次元的 妥当 自分 日常生活の手
応え






















































































































































































「PIL尺度」3種類（4.8％）、他２尺度が 3種、1尺度が 13種類あった。 
表２．1８ 死生観研究の尺度の名称 
 
図 2.8、図 2.9、図 2.10は、先行研究で用いられていた（表 2.17参照）全ての尺度をオ
リジナルまで辿っていった系譜である。列は左から右へ 1960年代から現在までの時間軸を
表したものである。紫が先行研究で用いられていた尺度である。黄色がその尺度の基礎と
尺度名 使用頻度 尺度名 使用頻度





死のイメージ尺度 7 臓器移植に関する項目 1
死に対する恐怖・不安尺度（日本語版） 6 ターミナルケアにおける行動尺度 1
死観の尺度 5 ターミナルケアにおける意識尺度 1




宗教尺度 2 魂の自律観・神の決定観尺度 1
Life Attidude　Profile 2 終末論尺度 1
死に関する意識尺度（改定） 2 シャーマニズム尺度 1
＜生＞と＜死＞の尺度（SD法） 1 医療や健康に関する項目 1


















の意味・目的の基礎となる Frankl(1946)の系譜で５１、これは Crumbaugh（1964）の「Purpose 




の「Fear of Death」と ColletT-Lester（1969）の「ColletT-Lester Fear of Death Scale」
の系譜である５６）５７。④死の認知機能とその他複合的な概念を用いている態度の基礎とな
る系譜においては、Dickstein（1972）の「Death Concern Scale（DCS)）と Gesser&Womg
（1987－88）の「Death Attitude Profile（DAP）」がある５８）５９。最後が、⑤専門職に対
する死生観の基礎となる Ward（1979）の Wiccezorek's 「Attitude Toward Nursing Care of 

















































































































































































































































































































































































































１．死後の存在に関して (1)死後の心残り 22 １．死と死に逝く過程に関して(1)この世の苦悩の終焉 20 １．死と死に逝く過程に関して(1)死に方の希望 31
(2)死後の場の存在 15 (2)人生に対して死の持つ意味 18 (2)肉体の死 28
(3)死後の輪廻転生 12 83 (3)死に方の希望 15 (3)人生に対して死が持つ意味 22
(4)死者の制御力 10 (4)死の摂理 15 (4)死の感覚的イメージ 18
(5)死後の希望 3 (5)死の思慮と死別体験 15 (5)この世の苦悩の終焉 14
(6)死後の神や死者との融合 2 (6)死は未知 13 (6)死の数値的感覚イメージ 9 145
(7)死後の魂の存続 1 (7)死の感覚イメージ 10 118 (7)死の摂理 7
２．生や人生に関して (1)自己制御感 32 (8)死の数値イメージ 9 (8)死への関心 6
(2)生・人生の意味・目的 28 65 (9)死の思慮と死別体験への希 5 (9)死の思慮と死別体験 5
(3)生・人生の希望 5 (10)肉体の死 4 (10)死の思慮と死別体験への希 3
３．死と死に逝く過程に関して(1)人生に対して死の持つ意味 15 (11)死の教育 4 (11)死は未知 1
(2)死は未知 15 (12)死の個別性 2 (12)死の準備 1
(3)この世の苦悩の終焉 12 (13)死への関心 2 ２．死後の存在に関して (1)死後の場の存在 18
(4)死の思慮と死別体験への希望 9 62 (14)死の準備 1 (2)死者の制御力 11
(5)死の摂理 6 ２．死後の存在に関して (1)死者の制御力 32 (3)神仏崇拝思考 9
(6)死への関心 4 (2)死後の場の存在 17 (4)死後の魂の存続 5 49
(7)死の思慮と死別体験 1 (3)死後の魂の存続 13 (5)死後の神や死者との融合 2
４．終末期・療養期に関して (1)終末期ケアの必要性 13 (4)死後の輪廻転生 12 84 (6)死後の心残り 2
(2)家族・遺族ケアの必要性 5 (5)死後の神や死者との融合 4 (7)死後の輪廻転生 2
(3)スキル 4 26 (6)死後の心残り 4 ３．生や人生に関して (1)生命観 17 26
(4)告知の希望 3 (7)神仏崇拝思考 1 (2)生・人生の希望 9
(5)終末期ケアへの希望 1 (8)死後の希望 1 ４．終末期・療養期に関して (1)終末期ケアの希望 4 11
合計　　 22 220 ３．生や人生に関して (1)生・人生の意味、目的 5 10 (2)告知への希望 4
(2)生・人生の希望 5 (3)終末期ケアの必要性 2
４．終末期・療養期に関して(1)告知の希望 2 3 (4)スキル 1
(2)スキル 1 合計 26 231
合計 26 230
合計 合計 合計
１．死と死に逝く過程に関して(1)死 33 １．死と死に逝く過程に関して(1)死 60 ５．死と死に逝く過程に関して(1)死 40
(2)死の苦しみ・痛み 14 (2)死別 16 (2)死の思慮 15
(3)死の見聞 9 73 (3)死の苦しみ・痛み 12 103 (3)死の苦しみ・痛み 11 75
(4)死の思慮 8 (4)死の思慮 9 (4)死別 5
(5)死に方 5 (5)死の見聞体験 4 (5)死の見聞 2
(6)死別 4 (6)死に方 2 (6)死の準備 2
２．生や人生に関して関して (1)人生と将来 30 30 ２．終末期・療養期に関して(1)死に方至る病 3 6 ６．死後の存在に関して (1)死者の心残り 15 21
３．死後の存在に関して (1)死後の世界存在 13 (2)余命告知 3 (2)死後 6
(2)死者 7 ３．死後の存在に関して (1)死後の世界存在 1 3 ７．生や人生に関して関して (1)人生と将来 21 21
(3)死後の心残り 3 19 (2)死者 1 ８．終末期・療養期に関して (1)終末期・療養期ケア 9 10
(4)死後 2 (3)死後 1 (2)余命告知 1
(5)死後の話題 1 ４．生や人生に関して関して(1)人生・将来 3 3 合計 12 127
４．終末期・療養期に関して (1)死に至る病 15 15 合計 12 115
合計 13 144
合計 合計 合計
１．死の行為に関して （１）死の思慮行為 23 １．死の行為に関して （１）死の思慮行為 27 １．死の行為に関して （１）死の思慮行為 9
（２）死の迎い入れ 8 32 （３）死の迎い入れ 5 37 （２）死の迎い入れ 5 19
（３）死の話題への関心 1 （４）死の話題への関心 5 （４）死の話題への関心 4
２．生や人生への行為に関し （１）人生の探求 26 27 ２．死後への行為に関して （1）死別効果 14 （５）準備行動 1
（２）人生の行為 1 （2）死者に対する行為 1 16 ２．終末期・療養期の行為に
関して
（１）療養行為 14
３．死後への行為に関して （１）死後への思慮行為 10 10 （3）宗教行為 1 （３）死別体験 5 20
合計 6 69 ３．生と人生への行為に関
して
（１）人生の探求 2 2 （２）告知行為 1
総合計 41 433 合計 7 55
３．生と人生への行為に関し
て （１）人生の行為 3 3





















































































































































































































































































































①研究領域：表 2.20 を参照すると、有効数 202データ中、死生観研究を行うのは、看護
学領域の研究者が 64.9％で圧倒的に多く、続いて医学領域が 9.4％と医療関係者が 7割以
上でほとんどが占めていた。また、医療関係者以外では、心理学系が 8.9％、保健公衆衛生









研究領域 　度数(%) 所属機関 度数(%) 所属機関(機関別） 度数(%)
看護学 131（64.9） 大学（短大含む） 98（48.5） 教育機関 123（60.9）
医学 19（9.4） 一般病院 45（22.3） 医療機関 62（30.7）
心理学 18（8.9） 大学院 24（11.9） 研究所 13（6.4）
公衆衛生・保健学系 7（3.5） 研究所 13（6.4） 行政 3（1.5）
リハビリテーション学 4（2.0） 大学病院 12（5.9） 福祉機関 1（0.5）
倫理学 3（1.5） 保健所 3（1.5） 合計 202（100）
人間科学 3（1.5） 診療所 3（1.5）
社会福祉学 3（1.5） 訪問看護ステーション 2（1.0）
教育学 3（1.5） 専門学校 1（0.5）
ライフデザイン 3（1.5） 社会福祉施設 1（0.5）
























雑誌名 記載数 雑誌名 記載数
日本看護学会論文集: 成人看護II 10 ナーシング 2
死の臨床 7 家族看護学研究 2
ホスピスケアと在宅ケア 6 家庭医療 2
日本がん看護学会誌 6 岩手県立大学看護学部紀要 2
日本看護科学会誌 5 群馬医学 2
日本看護学会論文集: 看護総合 5 広島国際大学看護学ジャーナル 2
愛知県立看護短期大学雑誌 4 香川医科大学看護学雑誌 2
石川看護雑誌 4 作業療法ジャーナル 2
日本看護学会論文集: 老年看護 4 山梨県立大学看護学部紀要 2
日本看護研究学会雑誌 4 新潟県立がんセンター新潟病院看護部看護研究平成18年度、19年度 2
ヒューマン・ケア研究 3 神奈川県立看護教育大学校事例研究集録 2
ヘルスサイエンス研究 3 日本看護学会集録、20回24回老人看 2
看護実践の科学 3 日本在宅ケア学会誌 2
質的心理学研究 3 日本精神科看護学会誌 2
心理臨床学研究 3 福岡県立大学看護学部紀要 2
川崎医療福祉学会誌 3 掲載数１の雑誌 93
日本看護学会論文集: 地域看護 3 合計 202
臨床死生学 3
雑誌領域 度数(%) 雑誌領域 度数(%) 雑誌種類 度数(%)
看護学系 91（45.3） 社会福祉学系 5（2.5） 雑誌 167（82.7）
医学系 25（12.4） その他 5（2.5） 紀要 31（15.3）
総合ケア 15（7.5） 老年学 4（2.0） 報告書等 4（2.0）
心理学系 12（6.0） 健康科学系 4（2.0） 合計 202（100.0）
死生学 11（5.5） 教育学系 3（1.5）
保健・公衆衛生学系 10（5.0） 人間関係学系 1（0.5）
病院誌 8（4.0） 社会学系 1（0.5）




次に医学系の雑誌が 12.4％、総合ケア系の雑誌が 7.4％の順で、それ以外の雑誌は 5％か、
それ以下となっていた。 







るが、一つは 1991年、他方は 2003年である。 
表２．２４ 刊行年ごとの研究領域分類 
 




影響していることが明らかとなった（計 41年、2009年 8月 14日現在）。 
雑誌刊行年 度数(%) 雑誌刊行年 度数(%)
1968 1（0.5） 1999 4（2.0）
1986 1（0.5） 2000 6（3.0）
1988 1（0.5） 2001 5（2.5）
1989 1（0.5） 2002 7（3.5）
1990 1（0.5） 2003 19（9.4）
1991 5（2.5） 2004 23（11.4）
1992 2（1.0） 2005 28（13.9）
1993 4（2.0） 2006 23（11.4）
1994 2（1.0） 2007 28（13.9）
1995 1（0.5） 2008 25（12.4）
1996 3（1.5） 2009 10（5.0）





















































































































































































































































社会福祉学系 0 0 1（50.0%）
（3.7%）













































0 0 0 4（100.0%）
（9.3%）










0 0 0 0 0 0 2（100.0%）
（4.7%）
















































0 0 0 0 0 0 0 1（100.0%）
（3.1%）
社会福祉学系 0 0 0 0 1（100.0%）
（50.0%）

















































対象者間の関係性 度数(%) 年齢全体 度数(%) 年齢高齢 度数(%)
本人 112（57.1） 老年者（65歳以上） 66（35.1） 前期高齢者 95（53.4）
本人と家族間 26（13.3） 老年者ー中年者 54（28.7） 前期・後期高齢者 72（40.4）
本人と専門職間 24（12.2） 老年者ー成人者 51（27.1） 後期高齢者 11（6.2）
家族（遺族） 15（7.7） 老年者ー青年者 9（4.8） 合計 178（100.0）
本人と家族と専門職間 13（6.6） 中年者ー青年者 5（2.7）
専門職 5（2.6） 老年者と成人者 2（1.1）
本人と家族と専門職とその他 1（0.5） 中年者（45歳～64歳） 1（0.5）








































































































































































































































































研究時期本人 度数(%) 研究時期家族 度数(%)
末期 55（31.4） 不明 35（63.6）
中期 48（27.4） 中期 10（18.2）
健康期 47（26.9） 健康期 5（9.1）
中期ー末期 5（2.9） 初期ー中期と健康期 2（3.6）
中期と健康期 4（2.3） 中期ー末期 1（1.8）
初期ー中期と健康期 4（2.3） 中期と健康期 1（1.8）
不明 3（1.7） 初期ー中期 1（1.8）
初期ー中期ー末期 3（1.7） 合計 55（100.0）
死後期 3（1.7）
末期ー健康期ー死後期 1（0.6）
不明 1（0.6） 研究時期専門職 度数(%)
初期ー中期 1（0.6） 健康期 42（20.8）






















































































0 0 0 0 0 1（50.0%）
（25.0%）








































0 0 0 3（75.0%）
（9.7%）
0 0 0 0 0 0 4（100%）
（8.3%）












0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2（100%）
（4.2%）














看護学系 0 0 32（100%）
（84.2%）
0 0 0 0 0 0 0 0 32（100%）
（84.2%）
医学系 0 0 2（100%）
（5.3%）
0 0 0 0 0 0 0 0 2（100%）
（5.3%）
心理学系 0 0 2（100%）
（5.3%）






0 0 0 0 0 0 0 0 1（100%）
（2.6%）
社会福祉学系 0 0 1（100%）
（2.6%）



































人を対象にしたものは 77編（70.6％）で、研究全体の 4割弱、更に 6割以上の研究者が当










































































































































































































題名 年号 テーマ 行動過程 認知過程 心理過程





癌になってよかったという思いの意味とその構造 2002 罹患後の受け止め方 準備状態、 意味づけ、意識、 －
情報開示としての余命告知　患者へのアンケート調査より 2003 罹患後の希望現状 － 希望 －
在宅・転院した患者の最後を迎える場所の意思確認　医師・看護師の係わり 2003 終末期の希望現状 行動 希望 －
長期療養生活を続ける造血器がん患者にとっての希望の意味とその構造 2003 罹患後の希望現状 － 希望、意味づけ －
緩和ケア病棟の入院患者の希望に関する研究 2004 終末期の希望現状 － 希望 －




望 － 希望 －
ターミナル期がん患者の希望に関する探究 2005 終末期の希望 準備状態 希望 －
血液透析導入期における患者の不安に対する実態調査 2005 治療導入期の心理状態 － 希望 不安
高 齢 患 者 の 終 末 期 医 療 選 択 に つ い て の 定 性 調 査 (A Qualitative
Exploration of Elderly Patients' Preferences for End-of-Life Care)(英語) 2005 終末期医慮の希望 － 希望 －
筋萎縮性側索硬化症患者の心理　人工呼吸器装着の意思決定 2006 患者の自己決定 準備状態 希望 恐怖・不安
ギアチェンジ期の患者の思い　面談を通して 2008 ギアチェンジ期の思い 準備状態 希望、意識、考 不安
在宅における終末期高齢者が表出した死生観とその宗教学的考察 : 訪問
看護師への聞き取り調査を通して(<特集>生命・死・医療) 2006 終末期の現状 行動 希望 －
終末期がん患者の選択する生き方とその本質 2008 終末期の現状 準備状態、行動 希望、意味づけ 安寧
終末期を介護老人福祉施設で暮らす後期高齢者の気がかり・心配 2008
終末期の施設利用者の
ニーズ現状 準備状態、行動 希望 不満、不満
在宅で終末期をすごした高齢者の苦痛 訪問看護師に表出された苦痛に
ついての調査から 2008 終末期のニーズ現状 行動 ― 苦痛
外来で化学療法を受ける進行がん患者の看護援助に関する研究(第1報)
外来で化学療法を受ける進行がん患者の心理社会的問題 2005 治療中継続者のニード現状 準備状態、行動 希望 不安、戸惑い
認知症高齢者の「思い出」の調査研究　認知症のレベルによる特徴の比較 2007 認知症の回想内容 ― 意味づけ －
指定介護老人福祉施設で暮らす後期高齢者にとって「お迎えを待つ」という
こと　高齢者が語るend-of-lifeから 2007 要介護高齢者の思い 準備状態、行動 意味づけ、希望 －
通所リハビリテーション(デイケア)利用中の在宅高齢者の死生観について 2008 要介護高齢者の現状 準備状態 希望 不安
がんの再発による化学療法中の患者の意思を支えるための情報収集 2007 療養患者の現状 準備状態、行動 希望 不安
入院した高齢患者の自らの生(死)に対するイメージの実態 事前に自分の
生き方を自己決定できるための支援のあり方 2008 療養期の現状 準備状態、行動 希望 －
在宅酸素療法中の慢性呼吸不全患者が体験するスピリチュアルペイン 2006 療養中の患者の現状 準備状態、行動 意味づけ 不安、苦悶
初回化学療法を受けるがん患者の治療前の体験 肺がん患者に焦点をあ
てて 2006 治療前の現状 準備状態、行動 意識、希望 恐怖、不安
終末期のケアの場をホスピスと選択した患者の思い　3名の肺癌患者による 2008 終末期患者の思い 準備状態、行動 希望 不安
終末期がん患者の療養上の意思決定 2006 終末期の意思決定 － 希望、意識 －
















題名 年号 テーマ 行動過程 認知過程 心理過程
末期癌患者の生き方から学んだこと 自己の死生観を貫いた患者への援助
を振り返って 1988 告知前後の変化 行動 希望 －
死の臨床へのアプローチ 1990 終末期の変化 行動、準備状態 意識 孤独、
生き方を自己選択した1例 1999 告知後の変化 行動 － －
がん告知された患者との対話による内容分析 2000 告知後の反応変化 行動 意味づけ 嬉しい
治療を自己決定したがん患者の「決定後の思い」 2002 治療法決定後の思いの変 行動、準備状態 希望 －
癌告知患者へのアプローチ 2004 告知後の変化 準備状態 希望、意味づけ 不安・恐怖・悲し
終末期がん患者の自己概念に関する基礎調査 ボディ・イメージに焦点を
あてて 2004 療養期の自己概念の変化 行動 意味づけ、意識 －




変化 － 希望 －
HCV由来肝硬変・肝がん患者が語る病みの経験 2005 罹患後の変化 準備状態 意味づけ、意識
長期に化学療法を受ける患者の心理変化の検討 身体症状,対処行動,サ
ポートの視点から 2005 治療継続時の心理変化 － 意識、希望 不安
身体障害とともに老いを生きる施設入所高齢者の自己意識 2006 身体障害前後の変化 － 意識、意味づけ 不安
身体障害をもちながら老いを生きる高齢者の自己ラベリング 2006 身体障害前後の変化 － 意識、意味づけ 不安
がん体験の意味を探る　父が示唆してくれたもの 2006 療養期の反応変化 行動 意味づけ －
造血幹細胞移植しか根治的治療がない患者の前向きな思い 2007 移植患者の思いの変化 行動、準備状態 意識、希望、考 恐怖・不安
機能訓練(A型)に通所する脳卒中後高齢在宅片麻痺者の自分らしさ獲得
のプロセス 2007 退院後の思いの変化 準備状態 意識、意味づけ 困惑
肝細胞がん患者のがん治療開始時からターミナル期までにおける疾病受
容体験と看護支援 2008 療養過程の変化 行動
意識、希望、意
味づけ 不安






けた患者の面接調査から 2001 告知後の反応過程 準備状態、行動 － ショック、怒り
長期療養を続ける造血器がん患者が希望を維持するプロセス 2003 療養患者の希望の過程 準備状態 希望 －
筋萎縮性側索硬化症患者の病気体験における不確かさ 2003 罹患後の認知過程 準備状態、行動 － －
尊厳死を希望したALS患者のニードの変化 2005 罹患後のニード過程 － 希望 つらさ・不安、期待、
がん告知を受け手術を体験する人々の心理的過程 2007 手術前後の心理過程 準備状態、行動 希望、意識 不安、苦悶





ビュー結果から 2009 治療患者の反応過程 準備状態、行動 意識、希望、 －
























































題名 年号 テーマ 行動過程 認知過程 心理過程
老人の死に対する態度 1968 死の現状 ― 考え方・意味づ 不安・怖い・不快
高齢者のターミナル・ケア 老人の死に対する態度について 社会精神医学
的アプローチ 1991 死の現状 行動 考え方 恐怖
老人の死生観の傾向 1991 死の現状 ― 考え方、意味づけ、希望 喜び
老人が考えている死にのぞむ態度と終末医療 1991 死の現状 準備状態、行動 希望 ―
愛知県在住の老人の死生観に関する考察 死の意味と感じ方及び健康状
態に視点を置いて 1993 死の現状 ― 意味づけ ―
高齢者の死への意識と死への準備教育の可能性に関する調査研究 1996 死の現状 準備状態、行動 考え方、意味づけ、希望 不安・恐怖
老年期における死に対する態度 1996 死の現状 準備状態 意味づけ 不安
日本の高齢者における死の不安と死生観 2000 死の現状 準備状態 意味づけ、希望 不安
高齢者の生きがいに関する研究　Spiritual Well-beingの視点から 2002 生きがいの現状 ― 意識、意味づけ ―
老年期に焦点をあてた死生観・終末期医療に関する意識調査 2002 死の現状 行動 意識、希望、 不安
あなたと死　非医療従事者の死に対する意識調査 2003 死の現状 準備状態、行動 意識、希望、意味づけ ―
終末期ケアに関する啓発活動への高齢者の関心と規定要因 2004 死の現状 準備状態、行動 関心、希望、知識、意味づけ ―
M市老人クラブ員のEND OF LIFEに関する意識調査 2004 死の現状 行動 希望 不安





高齢者の希望する終末期の迎え方 2004 死の現状 ― 希望 ―
死の恐れの背景にある意識 2005 死の現状 ― ― 不安
中山間地域における高齢者の健康寿命を支える地域保健福祉の基盤づく




する調査 2006 死の現状 ― 希望 ―
中高年におけるSuccessful Agingに関する現状　高齢者の場合 2006 生に対する現状 行動 意味づけ、希望 自負心、
高齢者の存在と老いの自己受容　前期高齢者1事例へのインタビュー 2007 死の現状 ― 意識、 恐怖・不安
死に関する日本人の意識の特質:臓器移植に関連して 2007 死の現状 準備状態、行動 意味づけ、考え方、希望、意識 ―
死の意味づけ尺度作成の試み 2009 死の現状 準備状態 意味づけ ―
老年期における死に対する態度尺度(DAP)短縮版の信頼性ならびに妥当
性 2009 死の現状 準備状態、行動
関心・意味づ
け、意識 不安・恐怖





健康な老人に対する死への準備教育 1992 講演実施前後の変化 行動、準備状態 希望 ―









































「生と死の教育」を考える　生活に根ざした伝統的死生観から 2008 高齢者の回想量とその関連要因について 2003
老年期にある浄土真宗僧侶のライフストーリーにみる死の意味づけ 2008 9
9 緩和医療とsalutogenesis(健康創成論) 2004

















死にゆくがん患者と家族員との相互作用に関する研究 2008 ターミナル期の統合失調症患者の看護 2008
8 4

















若者と老人の死生観の傾向について 1991 「がんを知って歩む会広島」参加者の療養態度の変化 2006
南西諸島の百歳長寿者とその家族における人生終末期に関する意識構造 1995 3












































































































































































～2010年 3月 4日（現在）までの過去 68年間であり、科学的実証研究では 1960年からの
50 年間の雑誌掲載がある。「CiNii」「医中誌」に掲載された高齢者の死生観研究は、1968





































































































































ると 2倍強増加している。具体的には、1987年以前は各年 5編から 10編以内で推移してお
り、1987年は 7編、1988年は 26編と前年比 3.8倍強掲載数が増加している。また、1989


















































までは年間 20編から 30編で雑誌掲載数が推移し、1990年代前半は 125編と 1980年代後半










































































































































































































































































































































































































































は日本独自の呼び名であり、諸外国では、「the Fear of Death」「Death Attitude」「Death 
Perspect」「Death Concern」などの呼称が活用されている。そのため、翻訳の尺度を活用
するものは意識的に「死生観」以外の呼称を活用している。そもそも、「死生観」を英訳す























































が外国版の尺度では「Death Perspective」を除き、「生」の側面には「Life Attitude Profile」



























































































































































































































































































への実行面を含め測定している。これは、Wardが 1979年に開発した Wiccezorek's の 











































































































識の調査研究では、看護学生のドナー希望は 7 割、親は 7割弱、どちらも 3割しか家族を
ドナーとして希望していない。また、自分のレシピエントを希望する学生は 8割以上で、





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ータベース 186万件、④雑誌記事索引データベース 1,037万件、⑤機関リポジトリ 58万件、



































































































その結果、死生観研究は、1948年～2010年 3月 4日（現在）までの過去 68年間で、そ
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